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は
じ
め
に

　
近
世
後
期
の
有
名
な
女
流
詩
人
と
い
え
ば
、
頼
山
陽
の
弟
子
の
江
馬
細
香
や

梁
川
星
巌
の
妻
の
梁
川
紅
蘭
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
方
、
目
立
た
ぬ
存
在
で
あ
っ

た
が
夫
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
徐
々
に
詩
作
の
腕
を
挙
げ
て
い
っ
た
女
流
詩

人
が
い
た
。
名
は
、
横
山
蘭
畹
と
い
い
、
加
賀
藩
の
家
老
横
山
致
堂
の
妻
で
あ

る
。
刊
行
詩
集
は
『
続
香
集
』
一
冊
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
他
、
嫡
子
政
和
の

筆
写
と
編
集
に
よ
る
写
本
の
中
に
詩
が
残
さ
れ
て
い
る
（
１
）。

　
致
堂
は
一
万
石
の
大
身
で
あ
っ
た
が
、
漢
詩
を
善
く
し
た
。
江
戸
藩
邸
詰
め

と
な
っ
た
た
め
、
幾
度
か
金
沢
の
邸
宅
を
留
守
に
し
、
そ
の
際
、
蘭
畹
は
国
元

で
孤
閨
を
か
こ
ち
つ
つ
家
を
守
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
蘭
畹
は
後
妻
で
あ
る
。
致
堂
に
は
加
賀
小
松
地
方
を
襲
っ
た
地
震
（
２
）の
シ
ョ
ッ

ク
に
よ
り
二
十
一
歳
と
い
う
若
さ
で
第
一
子
を
未
熟
児
を
生
み
、
ほ
ど
な
く
母

子
と
も
に
早
世
し
た
先
妻
の
蘭
蝶
が
い
た
か
ら
で
あ
る
（
３
）。

致
堂
の
詩
集
の
中
に

は
先
妻
蘭
蝶
を
悼
む
詩
が
残
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
自
分
の
詩
百
首
と
亡
き
先
妻

蘭
蝶
の
詩
百
首
を
合
わ
せ
た
詩
集
『
海
棠
園
合
集
』
（
４
）
も
出
版
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
先
妻
蘭
蝶
へ
の
致
堂
の
思
い
は
深
か
っ
た
。

　
揖
斐
高
氏
は
「
海
棠
の
花
、
蘭
の
香
り
─
近
世
後
期
漢
詩
に
お
け
る
夫
と
妻
」

（『
近
世
文
学
の
境
界
』
二
〇
〇
九
年 

二
月
　
岩
波
書
店
）
の
中
で
、
蘭
畹
は

先
妻
蘭
蝶
の
身
代
わ
り
で
あ
っ
た
と
い
う
論
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
致
堂
に

は
錦
雲
と
い
う
妾
も
い
た
。
蘭
畹
を
娶
っ
て
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　
蘭
畹
は
人
生
の
時
々
に
お
い
て
、
女
性
と
し
て
心
揺
れ
な
が
ら
も
詩
作
に
励

ん
で
い
た
。
そ
ん
な
様
子
を
詩
や
書
簡
等
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
よ
う
な
蘭
畹
に
と
っ
て
、
詩
と
は
一
体
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で

は
横
山
蘭
畹
の
人
と
な
り
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
そ
の
問
題
を
考
え
て
い
き
た

い
。

一
　
夫
横
山
致
堂
と
そ
の
家
族

　
横
山
致
堂
は
、
名
は
政
孝
。
字
は
誼
夫
、
通
称
は
小
五
郎
・
多
門
・
図
書
・

蔵
人
と
い
う
。
致
堂
は
号
で
あ
る
。
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
に
金
沢
で
生
ま

れ
た
。
家
禄
一
万
石
の
代
々
金
沢
藩
の
家
老
を
つ
と
め
る
重
臣
で
あ
る
。
父
政

寛
、
祖
父
政
礼
は
、
共
に
詩
文
を
善
く
し
、
致
堂
も
早
く
か
ら
詩
に
専
心
し
た
。

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
） 

に
父
政
寛
が
三
十
二
歳
で
早
世
し
、
十
三
歳
で
家
督

を
継
ぐ
。
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
） 

二
十
歳
で
家
老
と
な
り
、
加
賀
藩
士
津
田

横
山
蘭
畹
考
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政
本
の
女
、
桂
と
結
婚
。
後
に
号
を
蘭
蝶
と
名
付
け
る
。
蘭
蝶
歿
後
の
文
政
元

年
（
一
八
一
八
）、
二
十
九
歳
の
致
堂
は
、
後
妻
蘭
畹
を
娶
り
、
蘭
畹
の
た
め

に
小
閣
を
営
み
、
そ
の
名
を
静
好
閣
と
名
付
け
る
。
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）

に
江
戸
で
歿
す
。
四
十
八
歳
で
あ
っ
た
。

　
先
妻
横
山
蘭
蝶
は
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
に
生
ま
れ
た
。
加
賀
藩
士
津

田
政
本
の
女
、
名
は
桂
、
字
は
依
之
と
い
う
。
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
十
四

歳
で
致
堂
に
嫁
ぐ
。
後
に
夫
か
ら
漢
詩
を
学
ぶ
。
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）

一
月
二
十
一
日
加
賀
小
松
を
襲
っ
た
強
い
地
震
の
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、
妊
娠
八

か
月
で
未
熟
児
を
い
っ
た
ん
生
み
、
母
子
と
も
に
こ
の
地
震
の
四
日
後
の
一
月

二
十
五
日
に
（
５
）二
十
一
歳
と
い
う
若
さ
で
歿
し
た
。

　
致
堂
の
後
妻
と
し
て
迎
え
ら
れ
る
横
山
蘭
畹
は
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
） 

金
沢
で
生
ま
れ
る
。
加
賀
藩
家
老
の
横
山
隆
誨
の
女
。
名
は
蘭
と
い
う
。
蘭
畹

は
致
堂
が
つ
け
た
号
で
あ
る
。
文
政
元
年
（
一
八
一
八
） 
十
三
歳
で
致
堂
（
当

時
二
十
九
歳
）
と
結
婚
。
先
妻
蘭
蝶
と
同
じ
よ
う
に
夫
よ
り
漢
詩
を
学
ん
だ
。

天
保
五
年
（
一
八
三
四
） 

蘭
畹
三
十
歳
の
年
に
致
堂
と
蘭
畹
の
間
に
嫡
子
政
和

が
誕
生
す
る
（
６
）。
同
年
、
詩
集
『
続
香
集
』
を
出
版
。
文
久
三
年
（
一
八
六
三
） 

致
堂
歿
後
二
十
七
年
目
（
文
久
三
年
）
十
一
月
二
十
五
日
に
五
十
九
歳
で
歿
し

た
。

　
侍
妾
（
侍
女
）
錦
雲
は
深
山
氏
、
名
は
鸝
羽
、
字
は
金
衣
、
号
は
錦
雲
と
い

う
。
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
当
時
、
十
四
歳
で
致
堂
に
妾
と
し
て
仕
え
、
天

保
三
年
（
一
八
三
二
） 

致
堂
と
の
間
に
女
児
美
珠
を
生
む
が
、
天
保
四
年
（
一

八
三
三
）
秋
、
美
珠
を
亡
く
し
、
そ
の
後
を
追
う
よ
う
に
錦
雲
も
十
月
十
九
日

に
歿
し
た
。
十
七
歳
と
い
う
若
さ
で
あ
っ
た
。

　
写
本
『
先
考
致
堂
府
君
遺
文
（
７
）』
に
は
致
堂
の
書
い
た
「
続
香
集
序
」
が
掲
載

さ
れ
、
こ
こ
に
蘭
畹
の
伝
記
的
事
実
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
一
部
を
紹
介
す

る
。（
こ
れ
は
、
詩
集
『
続
香
集
』
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
）

蘭
畹
は
余
の
継
室
な
り
。
丁
丑
（
文
化
十
四
年
）
の
春
、
年
十
三
才
に
し

て
余
に
帰と
つ

ぐ
。
既
に
し
て
余
、
東
行
の
役
有
り
。
戊
寅
（
文
政
元
年
）
の
夏
、

家
に
還
る
。
始
め
こ
れ
に
読
書
を
教
ゆ
。
是
よ
り
し
て
奩れ
ん

具ぐ

の
側
、
緗
し
ょ
う

帙ち
つ

を
陳
べ
置
き
、
手
に
巻
を
釈お

か
ず
。
猶
ほ
昔
日
の
蘭
蝶
の
ご
と
き
な
り
。

（
原
漢
文
）

　「
奩
具
」
は
、
化
粧
道
具
。「
緗
帙
」
は
、
浅
黄
色
の
布
で
覆
っ
た
帙
、
つ
ま

り
漢
詩
関
係
の
書
物
を
い
う
。「
釈
巻
」
は
、
書
物
を
手
か
ら
離
し
て
置
く
。

　
蘭
畹
は
化
粧
道
具
の
傍
に
漢
詩
文
集
を
並
べ
置
き
、
そ
れ
ら
の
書
物
を
手
か

ら
離
す
こ
と
が
な
い
ほ
ど
努
力
を
重
ね
た
と
い
う
。
蘭
畹
の
熱
心
な
勉
強
ぶ
り

を
致
堂
は
「
猶
ほ
昔
日
の
蘭
蝶
の
ご
と
き
な
り
。」
と
も
記
し
て
い
る
。
当
時

蘭
畹
は
十
三
歳
、
致
堂
と
結
婚
後
ま
も
な
く
、
夫
の
勧
め
に
忠
実
に
従
っ
た
の

で
あ
る
。
致
堂
は
、
蘭
畹
の
こ
の
と
き
の
姿
を
亡
き
蘭
蝶
と
重
ね
合
わ
せ
て
い

た
。

　
蘭
畹
の
名
は
、
先
に
も
記
述
し
た
が
、
偶
然
に
も
「
蘭
」
と
い
う
名
前
で

あ
っ
た
。
致
堂
は
「
続
香
集
序
」
の
中
で
、
こ
の
命
名
法
に
つ
い
て
も
触
れ
、

「
豈
に
奇
遇
と
謂
は
ざ
る
べ
け
ん
や
（
８
）」（

原
漢
文
）
と
書
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、

娶
っ
た
後
妻
の
名
が
「
蘭
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
不
思
議
な
縁
を
感
じ
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
随
分
先
の
こ
と
に
な
る
が
、
蘭
蝶
の
後
に
続
く
よ
う
に
と
願
い

を
込
め
、
蘭
畹
の
詩
集
を
『
続
香
集
』
と
命
名
を
し
た
。
揖
斐
氏
は
先
行
論
で
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当
時
の
蘭
畹
の
こ
と
を
「
致
堂
に
と
っ
て
後
妻
蘭
畹
は
、
前
妻
蘭
蝶
と
の
間
で

見
果
て
な
か
っ
た
夢
を
見
続
け
る
た
め
に
必
要
な
身
代
わ
り
で
あ
っ
た
。
蘭
畹

の
詩
集
名
『
続
香
集
』
は
、
蘭
蝶
の
『
断
香
集
』
が
そ
う
で
あ
っ
た
の
よ
う
に
、

夫
致
堂
の
名
づ
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
う
し
た
命
名
法
に
も
、
致
堂
の
心

中
に
お
け
る
前
妻
蘭
蝶
と
後
妻
蘭
畹
の
位
置
関
係
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。」
と

述
べ
て
い
る
。二

　
蘭
畹 

詩
の
特
色
① 

寄
外
詩
の
多
作

　
蘭
畹
は
後
妻
で
あ
っ
た
か
ら
な
の
か
、
人
々
に
知
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
も
と
も
と
蘭
蝶
と
蘭
畹
に
関
す
る
資
料
等
は
少
な
く
、

そ
の
上
、
蘭
畹
の
情
報
量
は
蘭
蝶
よ
り
は
る
か
に
少
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
致

堂
が
蘭
畹
を
娶
る
前
、
す
で
に
先
妻
蘭
蝶
と
の
詩
集
『
海
棠
園
合
集
』
を
出
版

し
て
お
り
、
早
世
の
詩
人
と
し
て
蘭
蝶
の
名
の
方
が
知
ら
れ
て
い
る
の
が
一
因

か
も
し
れ
な
い
。
蘭
畹
の
唯
一
の
詩
集
『
続
香
集
』
は
、
蘭
蝶
の
詩
集
『
断
香

集
』
の
八
年
後
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
蘭
畹
三
十
歳
の
と
き
に
出
版
さ
れ

た
詩
集
で
あ
っ
た
。『
加
能
郷
土
辞
彙
』
の
横
山
蘭
畹
の
項
に
は
、『
続
香
集
』

が
、『
続
断
香
集
』
と
誤
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
（
９
）。
出
版
さ
れ
た

も
の
の
、
お
屋
敷
に
住
む
大
身
夫
人
の
漢
詩
集
と
い
う
こ
と
で
、
一
般
の
人
々

の
目
に
触
れ
に
く
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
蘭
畹
は
蘭
蝶
と
比
べ
て
、
詩
作
の
上
で
は
、
致
堂
と
の
結
婚
生
活

の
長
さ
と
比
例
す
る
か
の
よ
う
、
努
力
を
重
ね
、
熟
達
し
た
詩
を
作
っ
て
い
っ

た
。
技
巧
的
な
表
現
を
駆
使
す
る
な
ど
、
夫
へ
の
深
い
愛
情
を
表
現
し
よ
う
と

自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
致
堂
は
、
親
交
の
深
か
っ
た
大
窪
詩
仏
に
『
続
香
集
』
序
文
を
依
頼
し
た
が
、

そ
れ
に
は
「
其
の
詩
、
清
婉
独
絶
。
…
予
其
の
人
を
見
ず
と
雖
も
、
其
の
詩
を

読
み
て
其
の
才
を
愛
す
。
宜
し
き
哉
、
琴
瑟
相
諧
ひ
、
金
石
相
和
す
。」（
原
漢

文
）
と
蘭
畹
の
詩
は
評
さ
れ
て
い
る
。
蘭
畹
に
は
会
っ
た
事
は
無
い
が
、
そ
の

詩
は
清
く
優
し
く
、
特
に
優
れ
た
も
の
で
、
そ
の
才
能
は
愛
す
べ
き
も
の
で
あ

る
、
そ
し
て
夫
婦
仲
が
良
く
、
夫
の
作
っ
て
い
る
詩
と
調
和
さ
れ
て
い
る
と
い

う
意
で
、
蘭
畹
の
詩
を
非
常
に
高
く
評
価
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
致
堂
は
先
妻

の
蘭
蝶
と
同
じ
よ
う
に
、
い
や
そ
れ
以
上
に
後
妻
の
蘭
畹
に
も
詩
の
手
ほ
ど
き

を
し
、
蘭
畹
の
詩
集
を
出
版
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
数
少
な
い
周
辺
資
料
の
中
も
『
金
沢
市
教
育
史
稿
』
に
は
唯
一
の
刊
行
詩
集

『
続
香
集
』
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
其
詩
集
は
文
政
九
年

よ
り
天
保
二
年
に
至
る
間
に
賦
す
る
八
百
三
十
首
よ
り
二
百
餘
首
を
撰
び
し
も

の
な
り
）
（1
（

」。
厳
選
さ
れ
た
詩
集
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
ず
そ
の
特
色
か
ら

見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
蘭
畹
の
詩
に
は
、
と
り
わ
け
離
れ
て
暮
ら
す
夫
を
恋
し
く
思
う
「
寄
外
」
詩

や
「
答
外
」
詩
（
外
に
寄
す
・
外
と
は
夫
の
こ
と
）
等
、
夫
致
堂
を
思
う
詩
が

多
い
こ
と
が
特
色
で
あ
る
。
特
に
『
続
香
集
』
に
は
蘭
畹
の
詩
が
計
二
百
二
十

三
首
（
巻
上
に
は
百
十
三
首
、
巻
下
に
は
百
十
首
）
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

の
う
ち
四
十
九
首
（
巻
上
に
は
八
首
、
巻
下
は
四
十
一
首
）
が
「
寄
外
」
詩
な

の
で
あ
る
。

　
揖
斐
氏
も
先
行
論
で
「
夫
の
こ
と
を
詠
む
詩
、
ま
た
夫
に
寄
せ
る
、
い
わ
ゆ

る
「
寄
外
」
詩
の
数
が
異
常
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
多
く
、
し
か
も
そ
れ
ら
に
は

熱
烈
な
愛
情
を
表
現
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
蘭
畹
は
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な
ぜ
、
こ
ん
な
に
も
多
く
夫
を
思
う
詩
、「
寄
外
」
詩
を
詠
ん
だ
の
で
あ
ろ
う

か
。

　『
続
香
集
』
巻
下
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
年
）
～
天
保

二
年
（
一
八
三
一
）、
蘭
畹
二
十
六
～
二
十
七
歳
の
時
に
作
っ
た
「
寄
外
」
詩

か
ら
四
首
見
る
こ
と
に
す
る
。

　
第
八
十
一
首
目
～
第
八
十
四
首
目
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
寄
外
」
詩
で
あ
る
。

な
お
連
作
な
の
で
、
第
八
十
二
首
目
以
降
は
「
又
」
と
い
う
表
記
と
な
る
。

　
寄
外
　
外
に
寄
す

夜
半
燈
前
転
悄
然
　
夜
半 

燈
前 

転
た 
悄
然

深
閨
寂
寂
未
成
眠
　
深
閨 

寂
寂
と
し
て 
未
だ
眠
り
を
成
さ
ず

那
堪
枕
上
思
人
涙
　
那
ぞ
堪
え
ん 

枕
上 

人
を
思
ふ
の
涙

無
奈
離
愁
又
一
年
　
奈
ん
と
も
す
る
無
し 

離
愁 
又
一
年

 

韻
字
　
然
・
眠
・
年
（
下
平
声
一
先
） 

　
第
一
句
目
の
「
転
」
は
、
程
度
が
次
第
に
深
ま
る
。「
悄
然
」
は
、
憂
い
悲

し
む
さ
ま
。
第
二
句
目
の
「
深
閨
」
は
、
婦
人
の
奥
深
い
寝
屋
。「
寂
寂
」
は
、

さ
び
し
く
静
か
な
さ
ま
。
前
半
は
「
夜
に
な
る
と
、
寂
し
く
て
な
か
な
か
眠
れ

ま
せ
ん
。」
と
い
う
意
で
あ
る
。
第
三
句
目
に
は
「
こ
の
寂
し
さ
を
ど
の
よ
う

に
し
て
堪
え
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
。」
と
離
れ
て
暮
ら
す
夫
を
恋
し
く
思
い

な
が
ら
涙
に
く
れ
て
い
る
。
そ
の
涙
の
訳
は
「
い
か
よ
う
に
も
対
処
す
る
こ
と

も
で
き
は
し
ま
せ
ん
。
離
れ
て
暮
ら
す
悲
し
み
、
ま
た
一
年
経
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。」
と
繋
が
る
。

　
第
二
句
目
の
「
深
閨 

寂
寂
と
し
て 

未
だ
眠
り
を
成
さ
ず
」
や
第
三
句
目
の

「
那
ぞ
堪
え
ん 

枕
上 

人
を
思
ふ
の
涙
」
は
、
非
常
に
直
接
的
な
表
現
で
、
夫

に
訴
え
か
け
る
よ
う
で
あ
る
。
蘭
畹
が
夫
を
恋
し
く
思
う
気
持
ち
は
、
日
ご
と

に
募
っ
て
く
る
の
だ
。

　
又
（
寄
外
） 

社
後
新
暄
漸
可
衣
　
社
後
の
新
暄 

漸
く 

衣
に
可
な
り

春
光
又
看
柳
依
依
　
春
光 

又
看
る 

柳
の
依
依
た
る
を

独
凭
雕
檻
無
聊
頼
　
独
り
雕
檻
に
凭
れ
て 

聊
頼
無
し

燕
子
帰
来
人
未
帰
　
燕
子
帰
り
来
て 

人
帰
ら
ず

 

韻
字
　
衣
・
依
・
帰
（
上
平
声
五
微
） 

　
第
一
句
目
の
「
暄
」
は
温
暖
で
あ
る
。
第
二
句
目
の
「
依
依
」
は
、
枝
の
し

な
や
か
な
さ
ま
。「
雕
檻
」
は
、
細
か
く
彫
刻
の
施
し
て
あ
る
美
し
い
欄
干
。

「
聊
頼
」
は
、
安
心
し
て
頼
り
に
す
る
と
い
う
意
で
あ
る
。
第
三
句
目
か
ら
第

四
句
目
に
か
け
て
、
蘭
畹
は
、
ひ
と
り
美
し
い
欄
干
に
凭
れ
つ
つ
、
燕
は
帰
っ

て
く
る
の
に
頼
れ
る
あ
な
た
は
帰
っ
て
こ
な
い
と
悲
し
く
思
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　
ま
た
、
次
の
「
寄
外
」
詩
の
第
四
句
目
に
は
、
蘭
畹
の
将
来
の
希
望
が
詠
ま

れ
て
い
る
。

　
又
（
寄
外
） 

水
沈
不
炷
簾
高
捲
　
水
沈 

炷た

か
せ
ず 

簾
は
高
く
捲
く

窓
外
緗
梅
香
満
枝
　
窓
外
の
緗
梅 

香 

枝
に
満
つ

君
更
天
涯
又
留
住
　
君
は
更
に
天
涯 

又
留
住
す

何
時
並
坐
共
論
詩
　
何
れ
の
時
か
並
坐
し
て
共
に
詩
を
論
ぜ
ん
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韻
字
　
捲
は
踏
み
落
し
　
枝
・
詩
（
上
平
声
四
支
） 

　
第
一
句
目
の
「
水
沈
」
は
沈
香
の
別
名
。「
炷
」
は
、
焚
く
。
第
二
句
目
の

「
緗
梅
」
は
浅
黄
色
の
梅
。
第
三
句
目
の
「
天
涯
」
は
故
郷
を
遠
く
離
れ
た
土

地
の
意
で
あ
る
。
第
四
句
目
の
「
何
時
並
坐
共
論
詩
」
は
、
杜
甫
の
五
言
律
詩

「
春
日
憶
李
白
」
の
「
何
時
一
尊
酒 

重
與
細
論
文
」（
何
れ
の
時
か
一
尊
の
酒
、

重
ね
て
与
に
細
や
か
に
文
を
論
ぜ
ん
。）
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
大
意
は
、「
沈

香
も
焚
か
ず
、
簾
は
高
く
巻
い
て
い
ま
す
。
窓
の
外
に
は
浅
黄
色
の
梅
の
花
が

咲
き
、
そ
の
香
が
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
は
遠
い
と
こ
ろ
（
江
戸
）
に
留
ま
っ

て
い
ま
す
。
あ
あ
、
い
つ
の
日
か
二
人
並
ん
で
、
共
に
詩
を
論
じ
あ
い
た
い
も

の
で
す
。」
と
な
る
。
蘭
畹
の
叫
び
と
も
と
れ
る
訴
え
で
あ
る
。

　
最
後
に
紹
介
す
る
「
寄
外
」
詩
は
、
寂
し
さ
の
極
み
と
も
と
れ
る
詩
で
あ
る
。

　
又
（
寄
外
）　 

簾
垂
春
事
捴
蕭
然
　
簾
垂
れ
て 

春
事 

捴
て
蕭
然

針
線
抛
来
倦
又
眠
　
針
線 

抛
ち
来
り
て 

倦
て
又
眠
る

覚
後
更
無
他
事
在
　
覚
め
て
後 

更
に
他
事
の
在
る
無
し

閑
看
香
篆
結
軽
煙
　
閑
か
に
看
る 

香
篆 

軽
煙
を
結
ぶ
を

 

韻
字
　
然
・
眠
・
煙
（
下
平
声
一
先
） 

　
第
一
句
目
の
「
春
事
」
は
、
春
の
楽
し
い
事
柄
。「
蕭
然
」
は
、
も
の
さ
び

し
い
さ
ま
。
第
二
句
目
の
「
針
線
」
は
、
縫
い
針
と
縫
い
糸
。
裁
縫
の
こ
と
。

第
四
句
目
の
「
香
篆
」
は
、
香
爐
の
煙
の
こ
と
で
、
篆
文
の
よ
う
に
た
ち
の
ぼ

る
か
ら
と
い
う
。

　
大
意
は
、「
あ
な
た
と
遠
く
離
れ
て
い
る
こ
と
が
た
だ
寂
し
く
て
、
春
の
楽

し
い
事
柄
も
も
の
さ
び
し
さ
を
感
じ
、
裁
縫
の
仕
事
も
や
め
て
一
眠
り
。
目
覚

め
て
も
、
あ
な
た
が
傍
に
居
な
い
か
ら
何
も
す
る
気
に
な
れ
ず
、
香
の
薄
煙
が

篆
書
の
よ
う
に
立
ち
上
り
、
そ
の
煙
り
が
結
ば
れ
る
さ
ま
を
閑
か
に
見
て
い
ま

す
。」
と
な
る
。

　
以
上
は
、
蘭
畹
の
『
続
香
集
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
寄
外
」
詩
の
一
部
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
寄
外
」
詩
に
は
、
蘭
畹
の
致
堂
に
対
す
る
思
い
が
直
接
的

に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
蘭
畹
が
「
寄
外
」
詩
を
多

作
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
夫
致
堂
に
対
し
て
、
よ
り
自
分
の
方
へ
と
関
心
を
向

け
さ
せ
よ
う
と
必
死
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
後
妻
蘭
畹
を

娶
っ
た
の
は
、
蘭
蝶
の
歿
後
二
年
の
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
で
あ
り
、
致

堂
は
先
妻
蘭
蝶
と
の
美
し
い
思
い
出
を
胸
に
ず
っ
と
抱
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
致
堂
が
亡
き
蘭
蝶
の
遺
し
た
詩
集
『
断
香
集
』
を
出
版
し
た
の
は
文
政
九

年
（
一
八
二
六
）
で
、
蘭
畹
が
致
堂
か
ら
言
わ
れ
る
ま
ま
に
詩
と
向
き
合
っ
て

い
る
間
も
、
致
堂
は
亡
き
蘭
蝶
の
詩
を
整
理
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
後
、

『
断
香
集
』
の
選
詩
と
加
評
を
親
交
の
あ
っ
た
江
戸
の
漢
詩
人
、
大
窪
詩
仏
）
（（
（

に

依
頼
を
す
る
ほ
ど
、
蘭
蝶
へ
の
哀
悼
の
気
持
ち
は
消
え
ず
に
い
た
の
で
あ
る
。

致
堂
は
、
こ
れ
ら
の
行
動
を
蘭
畹
に
隠
れ
て
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
は
定
か
で

は
な
い
。
し
か
し
死
別
後
二
年
し
か
経
過
し
て
い
な
い
致
堂
に
嫁
い
だ
蘭
畹
は
、

ま
だ
幼
か
っ
た
と
し
て
も
、
お
そ
ら
く
致
堂
の
気
持
ち
に
理
解
は
あ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
う
多
く
は
な
い
が
、
先
妻
蘭
蝶
も
「
寄
外
」
詩
と
い
う
題
で
夫
へ
の
思
い

を
詩
に
詠
ん
で
い
る
。
致
堂
の
蘭
蝶
へ
の
変
わ
ら
ぬ
愛
情
に
対
し
、
蘭
畹
は
多



─ 79 ─

成蹊國文　第五十四号　（2021）

少
な
り
と
も
意
識
を
し
て
、
先
妻
蘭
蝶
よ
り
多
く
の
「
寄
外
」
詩
を
多
作
し
、

「
私
も
あ
な
た
の
こ
と
を
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
致
堂
へ
の
愛
情
を
詩
に
込
め
て

伝
え
た
の
で
は
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
れ
に
加
え
て
、
こ
の
よ
う
に
、
直
接
的
な
「
寄
外
」
詩
が
多
作
さ
れ
た
背

景
に
は
、
当
時
流
行
し
た
詩
風
が
関
係
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の

詩
風
と
は
、「
江
戸
の
山
本
北
山
）
（1
（

は
『
作
詩
志
彀
』
を
著
し
、
詩
は
宋
詩
の
よ

う
に
平
明
な
言
葉
を
も
っ
て
、
清
新
な
心
情
や
日
常
の
情
景
を
読
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
説
い
た
。
京
で
は
、
頼
山
陽
た
ち
が
こ
の
詩
の
革
新
運
動
を
広
げ

た
。
日
常
生
活
を
題
材
に
と
り
、
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
実
情
、
実
感
を
詠
む

と
い
う
新
詩
運
動
が
多
く
の
詩
人
の
心
を
と
ら
え
た
）
（1
（

。」
と
さ
れ
る
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
。
蘭
畹
が
直
接
的
と
も
と
れ
る
「
寄
外
」
詩
を
多
く
詠
ん
だ
の
は
、

い
わ
ば
時
流
に
添
っ
て
、
素
直
な
気
持
ち
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
も
考
え
ら

れ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
致
堂
の
熱
心
な
指
導
に
よ
る
も
の
と
蘭
畹
の
日
々
の
努

力
の
積
み
重
ね
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
年
月
の
経
過
に
よ
り
詩

作
の
腕
が
向
上
し
た
こ
と
と
比
例
し
て
、
徐
々
に
妻
と
し
て
の
自
信
が
現
れ
始

め
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　「
寄
外
」
詩
は
『
続
香
集
』
の
他
、
嫡
子
政
和
の
筆
写
・
編
集
を
し
た
写
本

類
に
も
多
く
見
ら
れ
る
）
（1
（

。
致
堂
は
蘭
畹
を
娶
っ
た
後
、
蘭
畹
の
た
め
に
居
室
静

好
閣
を
築
造
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
名
称
を
つ
け
た
『
静
好
閣
遺
草
』
と

『
静
好
閣
百
律
』
と
い
う
写
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
も
『
続
香
集
』
と
同
様
、

静
好
閣
で
詠
ん
だ
と
思
わ
れ
る
致
堂
と
離
れ
て
暮
ら
す
日
々
の
様
子
、
ま
た
致

堂
を
恋
し
く
思
う
蘭
畹
の
率
直
な
気
持
ち
を
詠
ん
だ
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　『
静
好
閣
遺
草
』
は
、
天
保
四
、
五
年
頃
（
一
八
三
三
、
一
八
三
四
）
～
嘉

永
四
年
（
一
八
五
一
）
の
詩
五
十
八
首
を
収
め
る
。
こ
の
う
ち
夫
を
思
う
詩

「
寄
外
」
詩
は 

十
九
首
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
静
好
閣
百
律
』
は
、
天

保
二
年
（
一
八
三
一
）
～
六
年
（
一
八
三
五
）
の
蘭
畹
の
五
言
律
詩
二
十
一
首

が
収
め
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
夫
を
思
う
詩
「
寄
外
」
詩
は
、
八
首
も
収
め
て

い
る
。
い
ず
れ
の
「
寄
外
」
詩
に
も
、「
あ
な
た
が
傍
に
居
な
く
て
寂
し
い
」

と
い
う
蘭
畹
の
率
直
な
思
い
が
溢
れ
て
い
る
。

三
　
蘭
畹 

詩
の
特
色
② 

意
欲
作
へ
の
挑
戦

　『
続
香
集
』
の
も
う
一
つ
の
特
色
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、
巻
上
に
「
銷

夏
の
吟
三
十
首
」
と
い
う
七
言
絶
句
の
連
作
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

上じ
ょ
う

平ひ
ょ
う

声し
ょ
う

一い
っ

東と
う

か
ら
下か

平び
ょ
う

声し
ょ
う

十い

五っ

咸か
ん

ま
で
三
十
種
類
の
韻
目
を
用
い
て
作

詩
し
た
意
欲
作
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
蘭
畹
は
難
し
い
事
に
も
果
敢
に
挑
む
、

大
変
な
勤
勉
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
さ
に
「
奩
具
の
側
、
緗
帙

を
陳
べ
置
き
、
手
に
巻
を
釈
か
ず
）
（1
（

」
と
致
堂
が
『
続
香
集
』
の
序
文
に
書
い
た

の
通
り
な
の
で
あ
る
。

　
次
に
挙
げ
る
詩
は
、『
海
棠
園
合
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
蘭
蝶
の
詩
で
あ

る
。
十
代
後
半
の
作
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
若
妻
の
初
々
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
理
粧
　
粧
を
理
す

洞
房
自
起
不
禁
顰
　
　
洞
房 

自
ら
起
き
て 

顰
に
禁
へ
ず

梳
罷
衣
裳
好
称
身
　
　
梳
り
罷
み
て 

衣
裳 

好
し
身
に
称
ふ

何
学
双
眉
画
時
様
　
　
何
ぞ
学
ば
ん 

双
眉 

時
様
を
画
く
こ
と
を
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還
含
微
笑
問
傍
人
　
　
還
た
微
笑
を
含
み
て 

傍
人
に
問
ふ

 

韻
字 

顰
・
身
・
人
（
上
平
声
十
一
真
） 

　「
洞
房
」
は
婦
人
の
部
屋
。「
顰
」
は
顔
を
し
か
め
る
。「
不
禁
顰
」
は
、「
西

施
の
顰
み
に
倣
う
」
の
故
事
。（
美
人
の
西
施
が
、
病
気
で
顔
を
し
か
め
た
と

こ
ろ
、
そ
れ
を
見
た
醜
女
が
、
自
分
も
顔
を
し
か
め
れ
ば
美
し
く
見
え
る
か
と

思
い
、
ま
ね
を
し
た
と
い
う
『
荘
子
』
天
運
の
故
事
。）「
時
様
」
は
、
当
時
の

流
行
の
形
。「
傍
人
」
は
、
か
た
わ
ら
の
人
。
こ
こ
で
は
傍
に
居
る
夫
致
堂
の

こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
詩
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
後
半
の
第
三
句
目
と
第
四
句
目
で
あ
る
。

化
粧
を
す
る
上
で
最
も
重
要
な
部
分
で
あ
る
眉
、
こ
の
眉
を
描
く
形
に
つ
い
て

は
当
時
の
流
行
を
追
う
の
で
は
な
く
、
傍
ら
に
い
る
夫
に
尋
ね
て
み
た
ら
い
い

と
い
う
、
何
と
も
可
愛
ら
し
い
若
妻
の
一
面
が
垣
間
見
ら
れ
る
詩
と
な
っ
て
い

る
。

　
こ
の
蘭
蝶
の
「
理
粧
」
の
詩
を
意
識
し
た
詩
が
『
続
香
集
』
の
巻
上
「
銷
夏

吟
三
十
首
」
中
の
次
の
一
首
で
あ
る
。

洞
房
睡
起
不
勝
顰
　
　
洞
房 

睡
起 

顰
に
勝
へ
ず

自
把
粉
綿
揩
鏡
塵
　
　
自
ら
粉
綿
を
把
り
て 

鏡
塵
を
揩
う

理
得
宿
粧
依
旧
様
　
　
宿
粧
を
理
し
得
て 

旧
様
に
依
る

何
須
宜
称
問
傍
人
　
　
何
ぞ
須
ひ
ん 

宜
称 

傍
人
に
問
ふ
こ
と
を

 

韻
字 

顰
・ 

塵
・
人
（
上
平
声
十
一
真
） 

　「
粉
綿
」
は
、
鏡
の
汚
れ
を
拭
い
取
る
も
の
。「
宿
粧
」
は
、
化
粧
の
残
り
。

「
宜
称
」
は
、
宜
し
い
状
態
。「
傍
人
」
は
か
た
わ
ら
の
人
。
化
粧
の
仕
上
が
り

を
わ
ざ
わ
ざ
傍
に
居
る
人
に
聞
く
必
要
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
。

　
こ
の
強
気
と
も
取
れ
る
詩
は
蘭
畹
の
嫉
妬
心
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
揖
斐
氏
は

先
行
論
で
「
用
語
の
共
通
性
か
ら
見
て
、
お
そ
ら
く
後
妻
蘭
畹
は
前
妻
蘭
蝶
の

こ
の
詩
を
明
ら
か
に
意
識
し
つ
つ
右
の
詩
を
作
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
…
中

略
…
後
妻
蘭
畹
は
前
妻
蘭
蝶
へ
の
対
抗
意
識
を
、
結
句
の
表
現
の
中
に
は
っ
き

り
と
刻
み
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
「
銷
夏
吟
三

十
首
」
は
、
先
に
も
述
べ
た
通
り
、
三
十
首
韻
字
を
わ
ざ
わ
ざ
変
え
て
作
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
詩
を
作
る
上
の
制
限
が
あ
る
中
で
作
っ
た
も
の
で
あ

る
。
蘭
畹
は
、
こ
の
一
首
く
ら
い
は
と
、
先
妻
の
蘭
蝶
を
意
識
し
た
詩
を
遊
び

感
覚
で
作
っ
て
み
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
揖
斐
氏
も
先
行
論
で
こ
の
二
つ
の
詩
を
「
前
妻
蘭
蝶
の
若
妻
ら
し
い
初
々
し

さ
と
、
後
妻
蘭
畹
の
妻
と
し
て
の
自
信
」
と
対
比
し
て
い
る
が
、
妻
と
し
て
の

自
信
を
あ
え
て
、
こ
の
場
で
表
現
す
る
よ
う
に
、
余
裕
を
も
っ
て
こ
の
詩
を
詠

ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
言
う
な
ら
ば
蘭
蝶
の
詩
を
少
し
細
工
し
て
、
創
作
的
な

詩
と
し
て
表
現
し
た
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
そ
し
て
第
四
句
目
の
「
傍

人
」
と
い
う
意
は
、
辞
書
的
に
は
「
か
た
わ
ら
の
人
」
と
い
う
意
で
あ
る
。
蘭

蝶
の
詩
は
夫
致
堂
が
傍
に
居
る
時
の
詩
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
蘭
畹
の

詩
の
場
合
は
夫
致
堂
と
は
限
ら
ず
、
侍
女
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、

致
堂
は
国
元
を
離
れ
江
戸
の
藩
邸
に
詰
め
て
お
り
、
蘭
畹
は
金
沢
の
邸
宅
で
夫

の
帰
り
を
待
ち
わ
び
る
の
が
日
常
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
も
し
、
こ
こ
で
の

「
傍
人
」
が
致
堂
だ
と
し
た
ら
、
夫
に
対
し
て
失
礼
な
態
度
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
豊
か
に
致
堂
へ
の
愛
情
を
表
現
し
て
い
る
「
寄
外
」
詩
を
多
作
し
た
、
別

人
格
の
蘭
畹
と
も
と
ら
え
か
ね
ま
い
。
こ
こ
で
の
「
傍
人
」
と
は
、
や
は
り
横

山
家
の
侍
女
で
あ
る
と
考
え
た
い
。
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つ
ま
り
、
蘭
畹
は
習
作
用
の
詩
と
し
て
作
っ
た
ま
で
で
、
先
妻
蘭
蝶
に
対
し

て
の
対
抗
意
識
と
は
言
い
き
れ
な
い
と
考
え
る
。
む
し
ろ
、
心
の
ど
こ
か
で
そ

う
い
う
意
識
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
意
識
か
ら
脱
し
つ
つ
あ
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
蘭
畹
が
あ
え
て
こ
の
詩
を
創
作
的
に
作
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
原
因
を
辿
っ
て
み
る
と
、
致
堂
の
詩
に
先
妻
蘭
蝶
を
思
う
詩

が
あ
っ
た
。
蘭
畹
を
娶
っ
て
か
ら
五
年
後
に
あ
た
る
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）

の
こ
と
で
あ
る
。
蘭
畹
は
当
時
十
八
歳
で
、
夫
へ
の
思
い
に
精
一
杯
応
え
よ
う

と
必
死
に
漢
詩
の
学
び
に
励
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
頃
の
こ
と
で
あ
る
。

　
蘭
畹
の
主
な
詩
の
テ
ー
マ
は
、
庭
園
の
美
し
い
四
季
の
移
り
変
わ
り
を
詠
む

詩
、
留
守
宅
で
一
人
夫
の
帰
り
を
待
ち
わ
び
る
夫
を
思
う
詩
、
邸
宅
で
侍
女
と

過
ご
し
て
い
る
日
常
を
詠
む
詩
、
夫
へ
向
け
て
我
が
子
の
様
子
を
伝
え
る
詩
、

そ
し
て
一
人
詩
に
向
き
合
っ
て
い
る
苦
吟
も
思
わ
せ
る
詩
な
ど
、
多
様
で
あ
る
。

　
蘭
畹
の
詩
の
中
で
も
異
彩
を
放
つ
も
の
と
し
て
、
写
本
『
芝し

艸そ
う

僊せ
ん

園え
ん

聯れ
ん

吟ぎ
ん

』）（1
（

に
は
、
夫
婦
で
詠
ん
だ
詩
・
聯
句
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
天
保
二
年
（
一
八
三

一
）
か
ら
五
年
（
一
八
三
四
）
に
か
け
て
夫
婦
で
詠
ん
だ
聯
句
九
首
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。
蘭
畹
二
十
七
歳
～
三
十
歳
の
作
品
で
あ
る
。

　
写
本
『
芝
艸
僊
園
聯
吟
』
内
の
一
首
に
は
、
次
の
よ
う
な
詩
が
あ
る
。

　
初
秋
月
夕
登
環
翠
楼  

初
秋 

月
の
夕
べ 

環
翠
楼
に
登
る

今
夜
涼
初
好
　
　
今
夜 

涼 

初
め
て
好
し
　
　
　
蘭
畹

共
登
環
翠
楼
　
　
共
に
登
る 

環
翠
楼
　
　
　
　 

致
堂

風
漪
紋
似
水
　
　
風
漪 

紋
は
水
に
似
た
り
　
　 

致
堂

桂
魄
影
如
流
　
　
桂
魄 

影
は
流
る
る
が
如
し 

　
蘭
畹

羅
袖
嚲
還
颺
　
　
羅
袖 

嚲
れ
還
た
颺
る
　
　
　 

蘭
畹

芳
醪
献
且
酬
　
　
芳
醪 

献
じ
且
つ
酬
ゆ
　
　
　 

致
堂

卿
吟
我
亦
酔
　
　
卿
は
吟
じ 

我
も
亦
た
酔
ふ
　 

致
堂

誰
会
此
清
幽
　
　
誰
か
会
す
る 

此
の
清
幽
　
　 

蘭
畹

 

韻
字 

楼
・
流
・
酬
・
幽
（
下
平
声
十
一
尤
） 

　「
環
翠
楼
」
は
、
横
山
家
の
邸
宅
の
名
称
。
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）、
致
堂

二
十
四
歳
の
時
に
命
名
し
た
）
（1
（

。「
風
漪
」
は
、
風
に
よ
る
さ
ざ
波
。「
桂
魄
」
は
、

月
の
異
名
。「
羅
袖
」
は
薄
物
の
袖
。「
嚲
」
は
、
垂
れ
る
。「
芳
醪
」
は
、
香

り
の
い
い
酒
。「
獻
且
酬
」
は
、
杯
の
や
り
と
り
を
す
る
。「
清
幽
」
は
俗
間
を

離
れ
た
清
ら
か
で
静
か
な
所
と
い
う
意
で
あ
る
。

　
こ
の
聯
句
は
、
初
秋
の
夕
、
横
山
家
邸
宅
の
環
翠
楼
か
ら
月
見
を
楽
し
む
夫

婦
の
聯
句
で
あ
る
。
江
戸
藩
邸
に
詰
め
る
こ
と
が
多
か
っ
た
致
堂
と
一
緒
に
過

ご
せ
る
時
間
は
、
蘭
畹
に
と
っ
て
貴
重
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
限
ら
れ
た

時
間
を
愛
お
し
く
感
じ
る
互
い
の
思
い
が
、
詩
句
に
込
め
ら
れ
て
い
る
。
致
堂

は
、
夫
婦
で
詩
を
興
じ
る
こ
と
の
で
き
る
こ
の
時
を
長
年
夢
見
て
い
た
。
先
妻

の
蘭
蝶
と
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
夢
を
、
今
こ
う
し
て
、
蘭
畹
と
叶
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
蘭
畹
も
長
い
年
月
を
経
て
、
夫
と
詩
を
詠
み
合
う
こ
と
が
で
き
る
ま

で
に
自
分
の
詩
が
向
上
し
た
こ
と
に
内
心
、
安
堵
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
互
い
に
詩
の
贈
答
、
応
答
し
合
え
る
、
至
福
の
ひ
と
と
き
を
か
み
し
め
て

い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

四
　
夫
致
堂
に
お
け
る
妻
と
妾 

　
致
堂
の
刊
行
詩
集
『
致
堂
詩
稾
）
（1
（

』
巻
六
に
は
、
致
堂
が
蘭
畹
を
娶
っ
て
五
年
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目
に
あ
た
る
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
の
次
の
よ
う
な
詩
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

閏
正
月
十
四
日
夜
夢
　
閏
正
月
十
四
日
夜
、
夢
に

與
亡
妻
蘭
蝶
同
賞
　
　
亡
き
妻
蘭
蝶
と
同
じ
く

海
棠
覺
後
賦
二
絶
　
　
海
棠
を
賞
す
。
覚
め
し
後
に
賦
す
。

一
笑
相
携
賞
海
棠
　
　
一
笑 

相
携
へ
て 

海
棠
を
賞
す

花
枝
満
鬢
暎
壷
觴
　
　
花
枝 

鬢
に
満
ち
て 

壷
觴
に
暎
る

忽
然
驚
醒
五
更
夢
　
　
忽
然
と
し
て 

驚
き
醒
む 

五
更
の
夢

月
在
紗
窓
独
断
腸
　
　
月
は
紗
窓
に
在
り
て 

独
り
断
腸

 
韻
字 

棠
・
觴
・
腸
（
下
平
声
七
陽
） 

　「
一
笑
」
は
、
一
度
笑
ふ
。「
壷
觴
」
は
、
酒
を
入
れ
る
壷
と
盃
。「
忽
然
」

は
、
突
然 

忽
ち
起
こ
る
さ
ま
。「
五
更
」
は
、
午
前
四
時
頃
。
戊
夜
。「
紗
窓
」

は
、
薄
衣
を
張
っ
た
窓
。

　
致
堂
は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
蘭
畹
を
娶
っ
て
か
ら
も
先
妻
蘭
蝶
が
遺
し

た
詩
を
整
理
し
続
け
、
思
い
出
に
耽
っ
た
。
江
戸
で
交
流
の
あ
っ
た
漢
詩
人
・

大
窪
詩
仏
に
『
断
香
集
』
の
撰
詩
と
加
評
を
頼
み
、
蘭
畹
と
再
婚
後
九
年
目
の

文
政
九
年
に
は
『
断
香
集
』
を
刊
行
す
る
と
い
う
ほ
ど
、
致
堂
の
先
妻
の
蘭
蝶

へ
の
思
い
は
強
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
然
先
妻
蘭
蝶
を
意
識
す
る
詩
を

作
ら
ず
に
い
ら
れ
な
か
っ
た
蘭
畹
の
複
雑
な
心
情
は
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、

そ
れ
は
「
三
、
蘭
畹 

詩
の
特
色
② 

意
欲
作
へ
の
挑
戦
」
で
挙
げ
た
『
続
香

集
』
内
の
習
作
用
の
詩
「
銷
夏
吟
三
十
首
」
の
中
で
の
た
っ
た
一
首
だ
け
の
試

み
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
致
堂
の
刊
行
詩
集
『
致
堂
二
稾
）
（1
（

』
巻
四
に
も
蘭
蝶
を
偲
ぶ
一
首
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。『
致
堂
二
稾
』
の
刊
行
さ
れ
た
時
期
は
、
蘭
畹
と
再
婚
後
十

一
年
目
に
あ
た
る
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
の
こ
と
で
あ
り
、
当
時
蘭
畹
は

二
十
四
歳
で
『
続
香
集
』
の
詩
作
に
励
ん
で
い
た
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
。
致

堂
の
先
妻
蘭
蝶
へ
の
思
い
は
な
か
な
か
消
え
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
に
、
き
っ

と
蘭
畹
は
心
痛
め
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
、
こ
の
こ
と
に
関
す

る
蘭
畹
の
複
雑
な
思
い
を
詠
ん
だ
詩
は
見
つ
か
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
天
保
初
年
、
あ
る
出
来
事
が
起
こ
る
。
江
戸
赴
任
中
の
致
堂
と
金

沢
で
留
守
を
預
か
っ
て
い
た
蘭
畹
が
詩
の
応
酬
を
し
て
い
た
頃
、
致
堂
が
江
戸

か
ら
金
沢
の
蘭
畹
に
宛
て
た
漢
文
書
簡
が
写
本
『
先
考
致
堂
府
君
遺
艸
』
に
収

め
ら
れ
て
い
る
。（
前
半
部
分
省
略
） 

（
略
）
間ひ
ま

有
れ
ば
則
ち
題
を
拈と

り
韻
を
分
ち
、
共
に
吟
詠
に
耽
る
。
實
に

閫こ
ん
な
い

内
の
文
字
友
な
り
。
夫
れ
葛か
つ

覃た
ん

・
巻け
ん

耳じ

・
栢は
く

舟し
う

・
緑り
よ
く

衣い

は
皆
な
婦

人
の
詩
に
し
て
、
聖
人
以
て
国
風
の
首は
じ
め

に
冠
す
。
余
が
家
已
に
此
の
如

き
を
得
て
、
益
々
詩
教
の
人
に
益
有
る
を
信
ず
る
な
り
。
庶こ
ひ

幾ね
が

は
く
は
、

能
く
詠え
い

絮じ
よ

の
余
を
以
て
侍
者
を
薫
陶
せ
よ
。
こ
れ
を
勉
め
よ
、
こ
れ
を
勉

め
よ
）
11
（

。

　「
閫
内
」
は
敷
居
の
内
、
つ
ま
り
家
庭
内
の
こ
と
、
こ
こ
で
は
互
い
に
詩
を

贈
り
合
う
友
の
こ
と
。「
葛
覃
・
巻
耳
・
栢
舟
・
緑
衣
」
は
『
詩
経
』
国
風
の

詩
の
題
。「
詠
絮
」
は
、
女
子
が
よ
い
詩
を
作
る
こ
と
の
喩
え
。

　
こ
の
書
簡
の
問
題
点
と
は
、
最
後
の
一
文
「
庶
幾
は
く
は
…
中
略
…
侍
者
を

薫
陶
せ
よ
こ
れ
を
勤
め
よ
、
こ
れ
を
勤
め
よ
。」
の
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
に
挙

げ
ら
れ
て
い
る
侍
者
と
は
、
横
山
家
の
侍
女
、
錦
雲
の
こ
と
で
、
致
堂
が
寵
愛

し
て
い
た
侍
妾
で
あ
る
。
天
保
元
年
の
頃
と
い
え
ば
、
蘭
畹
は
二
十
五
歳
と
ま

だ
若
く
、
致
堂
と
蘭
畹
の
間
に
は
当
時
三
人
の
女
児
が
い
た
。
致
堂
か
ら
の
書
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簡
に
も
「
間
有
れ
ば
則
ち
題
を
拈
り
韻
を
分
ち
、
共
に
吟
詠
に
耽
る
。
實
に
閫

内
の
文
字
友
」
と
あ
る
よ
う
に
夫
婦
の
仲
は
、
詩
を
介
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

が
良
好
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
『
芝
艸
僊
園
聯
吟
』
内
の
一
首
か
ら
も
明
ら

か
で
あ
る
。
し
か
し
、
致
堂
と
蘭
畹
の
間
に
世
継
ぎ
と
な
る
男
児
が
い
な
か
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
一
万
石
の
大
身
の
妻
と
し
て
悩
ま
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
に
違

い
な
い
。

　
お
そ
ら
く
、
蘭
畹
は
致
堂
か
ら
の
漢
文
書
簡
、
と
り
わ
け
最
後
の
一
文
に
は

き
っ
と
戸
惑
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
と
き
の
蘭
畹

の
心
情
を
感
じ
取
れ
る
詩
は
見
当
た
ら
な
い
。

　「
一
　
夫
横
山
致
堂
と
そ
の
家
族
」
の
部
分
で
も
触
れ
た
が
、
写
本
『
致
堂

雞
肋
詩
藁
）
1（
（

』
に
は
、
致
堂
が
詠
ん
だ
傍
妾
錦
雲
の
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
憶
侍
姫
錦
雲
　
　
　
　
侍
姫
錦
雲
を
憶
ふ

錦
機
雲
段
近
如
何
　
　
錦
機
雲
段 

近
き
を
如
何

愁
緒
応
従
別
後
多
　
　
愁
緒
は
応
に
別
後
よ
り
多
か
る
べ
し

猶
有
明
年
合
歓
好
　
　
猶
ほ
明
年
合
歓
の
好
き
有
る
が
ご
と
し

可
憐
人
似
隔
銀
河
　
　
可
憐
の
人
は
銀
河
を
隔
つ
る
に
似
た
り

 

韻
字 

何
・
多
・
河
（
下
平
声
五
歌
） 

　「
侍
姫
」
の
姫
と
は
妾
の
こ
と
。「
錦
機
雲
段
」
は
、
錦
の
織
機
と
雲
の
織
物

で
、
牽
牛
・
織
女
伝
説
の
七
夕
の
天
の
川
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。「
合

歓
」
は
、
男
女
が
よ
ろ
こ
び
を
共
に
す
る
こ
と
。 

　
こ
の
詩
に
続
い
て
、
致
堂
は
「
自
画
の
蓮
花
図
に
題
す
。
時
に
侍
姫
錦
雲
娠

す
る
こ
と
有
り
」
と
題
し
て
、
蓮
の
花
の
散
っ
た
後
、
珠
に
実
が
あ
る
よ
う
に
、

ま
す
ま
す
房
に
実
が
入
っ
て
い
る
と
寵
愛
す
る
侍
姫
つ
ま
り
妾
の
錦
雲
と
の
間

に
子
ど
も
が
で
き
た
こ
と
を
喜
ぶ
詩
を
詠
ん
で
い
る
。
そ
の
後
錦
雲
は
女
美
珠

を
出
産
す
る
が
、
美
珠
は
天
保
四
年
秋
に
歿
し
、
後
を
追
う
よ
う
に
錦
雲
も
歿

し
た
。『
海
棠
園
静
好
閣
遺
稿
合
本
）
11
（

』
の
『
海
棠
園
遺
稾
』
に
は
、
致
堂
が
錦

雲
の
死
を
悼
ん
で
詠
ん
だ
五
言
古
詩
「
悼
姫
人
錦
雲
」（
姫
人
錦
雲
を
悼
む
）

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
詩
題
に
賦
さ
れ
る
致
堂
の
自
注
に
は
、「
樸
質
無
文
、

志
は
只
だ
繍
を
善
く
す
る
に
あ
る
の
み
）
11
（

。」（
原
漢
文
）
と
書
か
れ
る
。「
樸
質
」

は
素
直
で
律
儀
。「
無
文
」
は
文
雅
の
た
し
な
み
が
な
い
こ
と
。「
繍
」
は
刺
繍
。

　
錦
雲
に
は
文
学
の
才
が
な
く
、
刺
繍
を
好
ん
だ
と
致
堂
は
言
っ
て
い
る
が
、

揖
斐
氏
も
先
行
論
で
「
致
堂
の
督
励
で
蘭
畹
は
錦
雲
に
詩
作
を
教
え
よ
う
と
し

た
の
で
あ
ろ
う
が
、
お
そ
ら
く
は
物
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
妻
だ
け

で
は
な
く
、
侍
妾
と
も
詩
作
趣
味
を
共
有
し
よ
う
と
し
た
致
堂
の
も
く
ろ
み
は

成
功
し
な
か
っ
た
。
…
中
略
…
致
堂
と
蘭
畹
と
の
間
に
は
瓊
翹
・
瓊
蘂
と
い
う

二
人
の
女
児
が
い
た
が
、
家
督
を
継
ぐ
こ
と
の
で
き
る
男
子
は
い
な
か
っ
た
。

そ
の
こ
と
は
時
に
正
妻
蘭
畹
の
立
場
を
弱
く
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な

い
…
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
致
堂
は
、
錦
雲
の
こ
と
を
「
樸
質
無
文
」
と
、
揖
斐
氏
も
「
物
に
は
な
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
錦
雲
は
、
横
山
家
に
仕

え
て
い
る
侍
女
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
教
育
を
受
け
て
お
ら
ず
、
文
学
的
な

素
養
が
ま
っ
た
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
錦

雲
は
蘭
畹
に
よ
く
従
い
、
波
風
が
立
つ
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
気

立
て
は
よ
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
先
に
挙
げ
た
致
堂
の
「
悼
姫

人
錦
雲
」
の
詩
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
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蘭
畹
は
、
錦
雲
の
歿
し
た
翌
年
の
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
嫡
子
の
政
和

を
生
ん
だ
。
夫
婦
で
世
継
ぎ
の
男
児
の
誕
生
を
喜
び
あ
っ
た
わ
ず
か
二
年
後
の

天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
一
月
、
致
堂
は
四
十
八
歳
で
江
戸
藩
邸
に
て
歿
し
た
。

蘭
畹
は
三
十
二
歳
と
い
う
若
さ
で
未
亡
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

五
　
致
堂
歿
後
の
蘭
畹

　
夫
致
堂
を
失
っ
た
蘭
畹
は
、
そ
の
喪
失
感
を
写
本
『
静
好
閣
遺
草
）
11
（

』
に
収
め

る
七
言
絶
句
五
首
の
連
作
に
詠
ん
で
い
る
。

　
丁
酉
春
日
作 

（
五
首
の
中
二
首
目
） 

政
和
曰
天
保
乙
未
之
秋
先
考
于
役
江
戸
明
年
丙
申
正
月
卒
于
江
戸
孺
人
聞

訃
不
言
不
語
閉
戸
而
臥
至
丁
酉
之
春
方
起
乃
言
詩
即
此
數
首
也

政
和
曰
く
「
天
保
乙
未
の
秋
、
先
考
江
戸
に
于
役
し
、
明
年
丙
申
正
月
、

江
戸
に
卒
す
。
孺
人
、
訃
を
聞
き
て
、
言
は
ず
語
ら
ず
、
戸
を
閉
ぢ
て
臥

す
。
丁
酉
の
春
に
至
り
て
方
に
起
き
、
乃
ち
詩
を
言
ふ
。
即
ち
此
の
数
首

な
り
）
11
（

。

　「
天
保
乙
未
」
は
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
） 「
先
考
」
は
、
亡
く
な
っ
た
父
。

「
丙
申
正
月
」
は
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
一
月  

「
孺
人
」
は
、
妻
。「
丁

酉
」
は
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
の
こ
と
で
蘭
畹
は
当
時
三
十
三
歳
。

　
又

書
巻
慵
開
掩
翠
幃
　
　
書
巻 

開
く
こ
と
慵
し 

翠
幃
を
掩
ふ

不
看
林
苑
緑
将
肥
　
　
看
ず 

林
苑 

緑
の
将
に
肥
え
ん
と
す
る
を

傷
情
尤
是
無
由
写
　
　
傷
情 

尤
も
是
れ 

写
す
に
由
無
し

人
世
春
帰
人
不
帰
　
　
人
世 

春
は
帰
る
も 

人
は
帰
ら
ず

 

韻
字 

幃
・
肥
・
帰
（
上
平
声
五
微
） 

　「
書
巻
」
は
、
書
物 

書
籍
。「
慵
」
は
、
物
憂
い
。「
掩
」
は
、
覆
う
。「
翠

幃
」
は
、
翠
の
帷
。「
傷
情
」
は
、
心
痛
す
る
。「
春
帰
」
は
、
春
が
再
び
帰
り

来
る
こ
と
。

　
書
物
を
開
く
の
も
も
の
憂
く
翠
の
カ
ー
テ
ン
を
閉
じ
た
ま
ま
、
致
堂
を
亡
く

し
た
喪
失
感
に
打
ち
ひ
し
が
れ
て
い
る
。「
慵
開
」「
不
看
」「
無
由
写
」
と
何

事
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
詩
に
読
み
、
夫
を
亡
く
し
た
深
い
悲
し
み
を
詩

に
こ
め
て
い
る
。
そ
し
て
第
四
句
目
の
「
春
は
め
ぐ
っ
て
く
る
け
れ
ど
、
人
は

帰
っ
て
来
な
い
の
で
す
」
と
、
今
生
で
は
も
う
会
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
自
分

自
身
に
言
い
聞
か
せ
て
い
る
。

　
夫
致
堂
亡
き
後
、
偲
び
つ
つ
詠
ん
だ
蘭
畹
の
詩
、
こ
ち
ら
も
『
静
好
閣
遺

草
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
初
秋
偶
成

小
閨
無
伴
倚
窓そ
う

欞れ
い

　
　
小
閨 

伴
無
く 

窓
欞
に
倚
る

紈
扇
揺
来
手
不
停
　
　
紈
扇 

揺
ら
し
来
た
つ
て 

手
停
め
ず

記
得
当
時
長
夏
夜
　
　
記
し
得
た
り 

当
時 

長
夏
の
夜

中
庭
相
共
看
双
星
　
　
中
庭 

相
共
に
双
星
を
看
る
を

 

韻
字 

欞
・
停
・
星
（
下
平
声
九
青
） 

　「
窓
欞
」
は
、
窓
の
連
子 

窓
の
格
子
。「
紈
扇
」
は
、
白
い
練
り
絹
で
作
っ

た
団
扇
。「
双
星
」
は
、
牽
牛
星
と
織
女
星
を
い
う
。
伴
侶
を
亡
く
し
た
蘭
畹

で
あ
る
が
、
夫
と
過
ご
し
た
七
夕
の
夜
を
回
想
し
て
い
る
。

　
夜
坐



─ 85 ─

成蹊國文　第五十四号　（2021）

空
斎
人
静
欲
初
更
　
　
空
斎 

人
静
か
に
し
て 

初
更
な
ら
ん
と
欲
す

起
坐
探
詩
対
短
檠
　
　
起
坐
し
て 

詩
を
探
り 

短
檠
に
対
す

恰
有
缾
中
梅
蕊
放
　
　
恰
も
缾
中
に
梅
蕊
の
放
つ
有
り

玲
瓏
一
朶
與
心
清
　
　
玲
瓏
た
る
一
朶 

心
と
と
も
に
清
し

 

韻
字 

更
・
檠
・
清
（
下
平
声
八
庚
） 

　「
空
斎
」
は
、
が
ら
ん
と
し
た
書
斎
。「
初
更
」
は
、
夜
の
八
時
頃
。「
短
檠
」

は 

丈
の
低
い
燭
台
。「
梅
蕊
」
は
、
梅
の
花
。「
玲
瓏
」
は
、
冴
え
て
鮮
や
か

な
さ
ま
。「
一
朶
」
は
、 

一
枝 
ま
た
一
枝
の
花
。

　
蘭
畹
は
夜
燭
台
の
下
、
静
か
な
書
斎
で
詩
を
作
っ
て
い
る
。
蘭
畹
の
日
常
を

読
ん
だ
詩
と
い
え
る
。
花
瓶
に
挿
し
た
梅
の
花
が
開
い
た
こ
の
瞬
間
を
、
蘭
畹

自
身
の
心
情
と
合
わ
せ
て
清
ら
か
で
あ
る
と
表
現
し
て
い
る
。

　
蘭
畹
は
致
堂
の
死
後
、
深
い
悲
し
み
の
中
に
お
り
、
詩
が
詠
め
ず
に
い
た
が
、

再
び
詩
作
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
詩
は
、
写
本
『
静
好
閣
遺
草
』

の
後
半
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
致
堂
を
思
い
出
す
詩
の
他
、
致
堂
と
蘭
畹
と
の

間
に
生
ま
れ
た
女
児
が
早
世
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
女
児
を
哀
悼
す
る
作
詩
な

ど
家
族
の
こ
と
を
詠
ん
だ
詩
等
、
蘭
畹
の
日
常
を
詠
ん
だ
詩
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
詩
か
ら
は
致
堂
を
失
っ
た
悲
し
み
は
な
か
な
か
癒
え
な
い
が
、

徐
々
に
落
ち
着
い
て
き
た
様
子
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。「
初
秋
偶
成
」

の
詩
の
第
三
句
目
に
「
記
し
得
た
り 

當
時 

長
夏
の
夜
」
と
あ
る
よ
う
に
、
致

堂
と
過
ご
し
た
日
々
の
こ
と
が
追
憶
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
夜
坐
」
を
詠
む
蘭

畹
の
心
情
は
、
花
瓶
に
活
け
て
あ
る
梅
の
花
が
開
く
瞬
間
の
美
し
さ
と
重
ね
ら

れ
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
の
人
生
が
前
向
き
に
回
顧
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

お
わ
り
に
　
蘭
畹 

詩
の
三
変

　
は
じ
め
に
提
起
し
た
が
、
蘭
畹
に
と
っ
て
詩
と
は
一
体
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
三
段
階
に
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。

　
当
初
、
蘭
畹
は
、
致
堂
へ
の
気
持
ち
に
精
一
杯
応
え
よ
う
と
懸
命
に
詩
作
を

し
た
が
、
常
に
苦
し
み
を
伴
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
十
三
歳
で
嫁
い
で
か

ら
と
い
う
も
の
致
堂
に
言
わ
れ
る
ま
ま
に
詩
作
を
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
実
際
、
致
堂
は
江
戸
か
ら
書
物
を
送
り
、
詩
作
の
た
め
の
学
び
も
蘭
畹

に
課
し
て
い
た
。
本
稿
で
は
紹
介
で
き
な
か
っ
た
が
、『
続
香
集
』
の
巻
上
の

作
品
に
は
、
苦
吟
す
る
詩
が
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

「
三
　
蘭
畹 

詩
の
特
色
② 

意
欲
作
へ
の
挑
戦
」
で
取
り
あ
げ
た
韻
目
を
す
べ

て
変
え
て
作
っ
た
連
作
と
い
う
意
欲
作
は
、
お
そ
ら
く
致
堂
か
ら
課
さ
れ
た
も

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
し
か
し
、
年
月
の
経
過
と
共
に
、
徐
々
に
蘭
畹
の
詩
も
熟
達
し
、
致
堂
に
、

そ
し
て
周
囲
の
人
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
当
時
流
行
し
た
自
分

の
心
情
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
詩
に
託
す
と
い
う
詩
風
も
追
い
風
と
な
っ
て
、
徐
々

に
楽
し
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
蘭
畹
は
大
身
の
武
士
の

妻
で
あ
っ
た
の
で
、
何
か
と
制
限
も
あ
っ
た
は
ず
だ
。
自
由
に
な
ら
な
い
生
活

の
中
に
あ
り
な
が
ら
も
、
詩
を
詠
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
を
解
放
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
は
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、
詩
の
効
用
と
言
っ
て
も
過
言
で

な
い
だ
ろ
う
。
致
堂
と
結
婚
し
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
必
死
に
漢
詩
の
手
ほ
ど

き
を
受
け
、
詩
集
を
刊
行
す
る
ま
で
十
七
年
間
と
長
い
年
月
を
要
し
た
が
、
夫

致
堂
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
妻
と
し
て
の
大
き
な
自
信
と
な
っ
た
に
違
い
な
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い
。
先
に
も
述
べ
た
が
、『
続
香
集
』
を
出
版
し
た
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）

は
世
継
ぎ
と
な
る
嫡
子
政
和
も
誕
生
し
、
蘭
畹
に
と
っ
て
こ
の
上
な
い
喜
び

だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
自
分
の
中
で
意
識
し
て
い
な
く
て
も
、
致
堂
が
抱
い
て

い
た
で
あ
ろ
う
「
先
妻
蘭
蝶
の
身
代
わ
り
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
よ
う
や
く
解

放
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
揖
斐
氏
は
先
行
論
で
「
蘭
畹
二
十
四
歳
の

頃
を
境
に
身
代
わ
り
と
し
て
で
は
な
く
、
蘭
畹
自
身
と
し
て
存
在
し
始
め
た
の

か
も
し
れ
な
い
」
と
し
て
い
る
が
、
二
つ
の
慶
事
が
重
な
っ
た
こ
の
三
十
歳
の

時
を
境
に
、
蘭
畹
は
、
蘭
蝶
の
身
代
わ
り
で
は
な
い
致
堂
の
妻
と
し
て
、
堂
々

と
胸
を
張
っ
て
、
本
当
の
意
味
で
自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

　
最
も
注
目
す
べ
き
点
は
、
次
の
時
期
『
静
好
閣
遺
草
』
の
詩
を
詠
ん
だ
頃
、

天
保
四
、
五
年
頃
（
一
八
三
三
、
一
八
三
四
）
～
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
と

言
え
よ
う
。
蘭
畹
は
嫡
子
政
和
の
養
育
に
心
血
を
注
ぎ
つ
つ
も
、
致
堂
と
の
思

い
出
等
を
詩
に
詠
む
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
致
堂
と
死
別
し
て
か

ら
も
な
お
詩
作
を
続
け
る
こ
と
こ
そ
が
、
致
堂
が
何
よ
り
も
喜
ぶ
こ
と
と
思
っ

て
、
詠
み
続
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
蘭
畹
の
人
生
を
紐
解
く
と
、
致
堂
が
忘
れ
る

こ
と
が
な
か
っ
た
先
妻
蘭
蝶
に
対
す
る
思
い
、
寵
愛
し
た
侍
妾
の
錦
雲
の
こ
と

な
ど
、
詩
に
詠
む
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
辛
く
悲
し
い
思
い
も
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
大
切
な
人
が
亡
く
な
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
が
美

化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
蘭
畹
は
心
か
ら
感
じ
つ
つ
、
致
堂
と
過
ご
し
た
楽
し

か
っ
た
日
々
を
回
顧
す
る
こ
と
で
、
日
々
詩
作
に
興
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
蘭
畹
は
致
堂
を
失
っ
た
こ
と
で
、
先
妻
蘭
蝶
を
失
っ
た
致
堂
の
心
情
を
よ

う
や
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
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し
だ
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